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　「歯科医師」と「現代美術作家」、2つ
の顔をお持ちの長縄拓哉先生。本誌185

号（2023年6月1日発行）では「歯科医
療とアートとの融合」をテーマにお話
を伺いました。今号では、長縄先生の
ライフワークでもある訪問歯科診療の
現場に同行し、歯科臨床の取り組みに
ついてお話いただきました。

－－まず訪問歯科診療に取り組むよう
なった経緯からお聞かせください
　勤務先の大学病院で口腔外科に携わ
るなかで、顔面の痛み（口腔顔面痛）
を訴える患者さんにたくさん遭遇しま
した。ただ、その痛みの原因や診断が
つきにくく、有効な治療法もないため
治療が長期化することも多くて、患者
さんはだんだん通院が億劫になって来
なくなってしまうんです。そうして顔
を見なくなった患者さんは“自宅でど
う過ごしておられるのだろう”と気に
なったのがきっかけです。

－－週のうち何日訪問歯科をされてい
るのでしょう
　現在は週に2日診療しています。そ
のうち1日は今回の山本歯科医院（千
葉県船橋市）さんで、もう1日は都内
にあるクリニックの訪問診療を担当し
ています。

－－外来診療はされていないのですね
　私はどうも一つの場所にとどまって
いるのが苦手な性格で、自分から動い
て患者さんに会いに行く方が性に合っ
ているようです（笑）。ただ、最近は私
と同じような働き方を選ぶ先生も増え
ていると聞きます。そもそも痛みを予
防するためにはクリニックで待ってい
るだけでなく、自ら伺って患者さんの
生活の中に入り込んでいくことが必要
です。その選択肢の一つとして訪問歯
科があったという感じでしょうか。
　外来を長くやっておられる先生は院
外に出ることに抵抗がある方もいらっ
しゃるようですし、逆に訪問歯科を長
くやってきた先生は外来診療に不安を
感じることもあるでしょう。そこは
“持ちつ持たれつ”で良い関係を築け
ることが多いと感じています。

「ご家族以外に口腔ケアに関心を
持つ人を増やしたい」という思いから
訪問歯科診療を実践

長縄先生が週に一度、訪問歯科を担当する山本
歯科医院に勤務する歯科衛生士の高田さん。訪
問歯科は週に2日、それ以外の日は外来を担当。

交通事故により頸椎を損傷したKさん。その
後遺症で手に麻痺が残り、自身での口腔ケア
が難しくなったため訪問歯科を依頼された。

　
歯科医師・現代美術作家
長縄 拓哉

「手が不自由になる前は、むし歯がなくても定
期的に歯科医院に通っていました」と終始笑
顔でお話くださったKさんと処置後に記念撮
影。
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－－訪問歯科を上手に取り組むための
秘訣があれば教えてください
　訪問歯科の場合、例えば“根管治療
が上手”とか、“う蝕治療や歯周治療
が得意”などといった専門性は実はそ
れほど必要ではなくて、トータルな対
応力が求められると考えています。そ
れはある意味、一般病院の歯科医師と
して勤務しているケースと似ているの
かもしれません。血圧が高いとか急に
出血したとか、または病状について看
護師さんと会話するとか、とにかく普
段開業医の先生方が行っている仕事内
容も関わる人もかなり異なると思いま
す。その点で、私の場合は大学病院の
口腔外科病棟に勤務していた経験が活
きていると、日々感謝しています。

－－居宅や訪問先ではどの程度の処置
が可能なのでしょうか
　1ヵ月に訪問できる回数が限られて
いますし、水が出せず暗くて患部が見
えづらいことも多く、難易度は高いと
思います。可搬式ユニットなどの専用
設備があれば、ある程度は外来と変わ
らない処置が可能ですが、その際でも
患者さんのコンディションに左右され
ることも多いので、常に全身の状態を
見ながら細心の注意を払う必要があり
ます。最近では若い先生がアルバイト

で訪問歯科に取り組まれるケースもあ
ると聞きますが、なかなか難しいので
はと少し心配な部分もあります。

－－具体的にどんなところが難しいの
でしょう
　訪問歯科の場合は、患者さんだけで
なく、そのご家族の方とコミュニケー
ションを取る機会も多いので、ある程
度の人生経験も必要になってきます。
また、「きちんと丁寧に治してあげよ
う」という意識が強すぎると、治療時
間も自然と長くなっていきます。その
間患者さんはずっと口を開けておかな
ければなりません。短い時間で処置を
終わらせることも大事で、患者さんへ
の負担を減らす点からも決して無理は
せず、時には妥協するという選択も必
要になります。いろんな意味で余裕と
いうか人生経験が豊富な方のほうが訪
問診療には向いていると思いますし、
患者さんやそのご家族も安心して任せ
られるのではないでしょうか。

－－今後、長縄先生が歯科臨床におい
て目指すところをお聞かせください
　まずは「口腔ケアに関心を持つ人を
増やす」ことが最重要課題だと考えて
います。例えば患者さんのご家族が口
腔の健康やケアに関心がなかったとし

ても、訪問看護師さんやケアマネー
ジャーさん、ヘルパーさんたちの中
から口腔ケアに積極的になってくれる
人がたくさんいれば、ご家族に頼らな
くても地域に頼ることができる。それ
が、結果的に口腔ケアに関心を持つ人
が増えていくきっかけにつながると考
えています。私が以前から取り組んで
いる『BOC（Basic Oral Care）プロ
バイダー』（医療・介護者向けの口腔
ケア資格講座）はそうした発想がもと
になって生まれました。まだ道半ばで
はありますが、BOCプロバイダーを
はじめ歯科における遠隔医療や、さら
には絵を描く創作活動など、アプロー
チする対象に合わせていろんなチャン
ネルを持ち続けながら、今後も試行錯
誤を続けていきたいと思っています。

「長縄先生はとにかく話しやすいし、きちんと
診てくださるので安心して任せられる、月に
一度来てもらうのが楽しみ」とにこやかに話
されるIさんと処置後に記念撮影。

昨年90歳になられたというIさん宅を訪問。
山本歯科医院には3、4年前から通院していた
が、最近足を悪くされ通院が難しくなり訪問
歯科を依頼された。

「自宅に来てもらうようになって外出する際の
緊張感が薄らぎ、心にゆとりができた」とIさ
ん。長縄先生は終始聞き役に徹する。

必要な器材を車のトランクに積み込み、訪問
歯科の出発準備を整える長縄先生と歯科衛生
士の高田さん。取材班の同行は午前中のお2
人のみだったが、午後からも引き続き病院や
居宅などをまわられた。

次ページに、新連載として長縄先生とクリエイターの対談を掲載！ ぜひご一読ください  ▶▶▶。
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